
　　図書館の今後の方針について
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耐震診断結果（p.1）
本館各階のIs値（耐震指標）

１階 ２階

南北方向 ０．９４ １．２０

東西方向 ０．７１ ０．４４

Is値（耐震指標）の目安
• 0.3未満　　　　　　⇒倒壊・崩壊の危険性が高い
• 0.3以上0.6未満　⇒倒壊・崩壊の危険性がある
• 0.6以上　　　　　　⇒倒壊・崩壊の危険性が低い

不特定多数の人が利用する施設はIｓ値0.75以上が基準

Is値は0.6以上でなければならない

構造体耐久度調査結果（p.1）

鉄筋腐食
屋外側

中性化
塩化物量

屋外側 屋内側

ほとんどなし 重度 なし 中度

耐久度評価の区分
• 区分１⇒残存耐用年数40年以上
• 区分２⇒残存耐用年数20年以上
• 区分３⇒残存耐用年数20年未満

７　今後のスケジュール

令和2年度　　　　移転準備（公民館の改修、閉架書庫の新設など）
令和3年度　　　　秋頃に本館・分館を休館、移転作業開始

　　　　　　　　　　　　　移転完了後、現青海分館を「本館」として再開
　　　　　　　　　　　　　こども図書室を供用開始
令和8年度頃～　複合化に向け具体的な検討を開始
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調査項目

総合評価　⇒　区分３（残存耐用年数20年未満）

　用語説明

財政調整基金（p.2）
　　各年度間の財源の不均衡を調整し、計画的な財政運営を行うため
　　の基金。決算剰余金の一部などを積み立て、財源が不足する年度
　　に活用する


